
 

 

 

 

 

１．瑞江葬儀所(瑞江斎場)について 

 瑞江葬儀所は、東京都がまだ東京市であった昭和１３年に、都区内唯一の公営火葬場

として開設されました。開設当初から他の模範となりうる理想的な火葬場を目指して

「無煙・無臭・無公害の施設」「葬前の礼を厚くし、その取扱いを丁重にする」「炉の

格差を設けず、低廉な料金で、心付けは無用」等を基本理念に運営されています。昭和

５０年には火葬場の特徴でもある煙突をなくしました。一般的に火葬場は地域では迷惑

施設と思われがちです。瑞江葬儀所のように住宅地の中で、地域の理解のもとに建設さ

れているケースは珍しいと言えます。そのため、瑞江葬儀所は近代火葬施設の草分け的

存在とも評価されています。これまで私もこの地域に住む者として、火葬場と地域の共

生が実現できていると感じていました。  

２．瑞江葬儀所から発生する煙やにおい 

 ところが、ここ数年、地域の方々から「黒い煙が

出ていることがある」「火葬する際の独特のにおい

が気になる」という話を度々うかがうようになりま

した。実際に私も煙が出ている状況を見たことが何

度もあります。  

 (画像は黒煙が出ている時のもの ) 

本来は煙もにおいも出ない設備になっているはずですが、経年により、その機能も衰え

てきているのではないかと推察します。瑞江葬儀所は東京都の施設ですので、江戸川区

が管理しているものではありません。しかし、地域における生活環境に大きく関わる施

設であり、江戸川区としても地域住民との共生を再構築すべきであると感じています。  

３．江戸川区議会での質問と東京都への要望 

 瑞江葬儀所の煙やにおいの問題については、平成３０年決算特別委員会において、私

が質問・要望をしたことがありました。これがきっかけとなり、江戸川区は東京都に対

して、現状の調査と対応を求めました。また併せて、江戸川区選出の東京都議会議員を

介して、東京都に対して煙やにおいの改善を求めました。さらに、令和２年６月２５日

の江戸川区議会第２回定例会本会議の一般質問において、再度、瑞江葬儀所の煙やにお

いの改善と地域との共生について質問・要望をいたしました。  
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瑞江葬儀所の煙やにおいの改善と地域の共生を考える！ 



４．東京都が火葬炉の改修と新火葬炉棟の建設計画を決定！ 

 上記のような地域からの要望により、東京都は火葬炉の老朽化を確認した上で、２０

炉ある火葬炉設備を順次改修することを決定しました。また、敷地中央部に新火葬炉棟

(１０炉 )の建設する計画を公表しました。新火葬炉棟の完成後 (令和５年度予定 )は、現在

の火葬炉棟は撤去される予定です。これらのことにより、地域における煙やにおいの問

題は改善が図られるものと考えます。  

        (東京都が予定している火葬炉棟の建て替え計画案 ) 

５．現場目線で確かな未来を！ 

 今回の事例のように、地域の声を区政に届けることが具体的な制度や政策につながる

ケースはたくさんあります。これからも「現場目線で確かな未来を！」のキャッチフレ

ーズのもと、区民目線での活動を続けてまいります。引き続き、皆様の声をお聴かせく

ださいますよう、お願い申し上げます。  
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